
「まるっとーく in 久美浜」の実施結果について

実施概要

日程 2016年 2月 11日（木）
場所 京都府立久美浜高等学校

主催
京都高大連携研究協議会（京都府教育委員会・京都市教育委員会・京都府私立中

学高等学校連合会・京都商工会議所・大学コンソーシアム京都）

協力

京丹後市夢まち創り大学

一般社団法人京都府北部地域・大学連携機構

株式会社基地計画

参加者

高校生 22名

大学生

15名
（京都産業大学、京都精華大学、龍谷大学、同志社大学 3名、立命館大学 4名、神戸大学、大

阪府立大学、近畿大学 3名）

社会人

8名
（丹後地域で福祉や農業をお仕事にされている方、久美浜地域にお住いの方、久美浜地域にお

勤めの方等）

● 

京丹後市

京都府立久美浜高等学校 

高校生×大学生×地域 
高校生も先生になる！？みんなで『学び合いの授業』をつくる！



実施報告

「高校生も先生になる！？みんなで『学び合いの授業』をつくる！」をテーマに、「高校生が話す」ことを重視し、参加者の

将来や久美浜の将来に向かって一歩踏み出す力を得ようと、それぞれのライフヒストリーを構成することに挑戦しまし

た。

高校生が語る過去の出来事と現在の経験から抱く未来のエピソードには、久美浜地域に対する誇りや希望があふれて

いました。このように久美浜地域に対する愛情深い高校生の話から、大学生は「やりたいことに対する高校生独特の明

るさ」を感じ、地域の方は「高校生のしっかりした意見を聞いて頑張らんとなと思った」という感想を残しました。

このワークショップを企画・運営したのは、15名の大学生でした。

過去の 

出来事 
いまの自分 

未来の 

ストーリー 



「地域」や「教育」、「高校生」というキーワードに惹かれて集まった大学生は、前日から久美浜で合宿し、当日のワークシ

ョップを構成しました。ほとんどの大学生がこの日顔を合わせるのが初めてのメンバーでしたが、設定したゴールに向か

って見事なチーム力とリーダーシップ力を発揮しました。

一方高校生は、大学生と地域の方に夢や希望について聞いてもらうことを通して、「あきらめずに前に進もうと思った」

「今日来てくれた大学生みたいになりたい」と前に踏み出す力の重要性に気づきました。

このような「学び合い」の場が作れたのは、高校生の話に真剣に耳を傾け、大学生の活動を暖かく見守ってくれた地域の

方の協力が欠かせませんでした。「若い方々が”地元に帰りたい”って言っているのを聞くと、うれしい気持ちになります。

それを具体的なビジョンに結び付けられるように頑張りたい。」という言葉のとおり、地域の方にとっても、「学び合い」の

場となりました。

京都高大連携研究協議会では、今回のワークショップ参加者にアンケート調査を行い、高校生や大学生の能力開発に

どのくらい影響を与えたか、また、社会・地域的視点を養うことにどのくらい影響を与えたかについてまとめました。


